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	応用
	抗原情報
	背景
	アクチンフィラメントの直交分岐を促進し、アクチンフィラメントを膜糖タンパク質に連結します。さまざまな膜貫通タンパク質をアクチン細胞骨格に固定し、さまざまな細胞質シグナル伝達タンパク質の足場として機能します。FLNAとの相互作用により、神経芽細胞が脳室帯から皮質板に移動できるようになります。アクチンフィラメントの直交分岐を促進し、アクチンフィラメントを膜糖タンパク質に連結します。さまざまな膜貫通タンパク質をアクチン細胞骨格に固定し、さまざまな細胞質シグナル伝達タンパク質の足場として機能します。FLNBとの相互作用により、神経芽細胞が脳室帯から皮質板に移動できるようになります。細胞表面に局在するフーリンを繋ぎ止め、その内部移行速度を調節し、細胞内輸送を指示します（類似性による）。繊毛形成に関与します。血管、心臓、脳器官の発達過程において、細胞間接触および接着結合に関与する。ITAMおよびITAM様受容体シグナル伝達を制御するSYKとの相互作用を介して血小板の形態形成に関与し、結果として血小板細胞骨格の組織維持に関与する（相同性による）。軸索誘導過程においては、SEMA3Aを介したニューロン刺激によって誘発される成長円錐の崩壊に必要である（PubMed:25358863）。
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	(1) NIH/3T3細胞溶解物、(2) Hela細胞溶解物におけるフィラミンA発現のウエスタンブロット解析。

